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ホシザキグリーン財団，〒６９１００７６島根県出雲市園町沖の島１６５９５

コケシガムシ Cercyon aptus Sharpは，体長３．１３．７mmほどのガムシ科に属する海岸性甲虫で，北海道

から九州まで広く分布している（佐藤，１９８５）．島根半島の海岸では，主に日本海に面した砂浜で確認され

ている（河上・林，２００７）．
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写真 砂の上を歩くコケシガムシ

２００６年３月２０日１１時４５分，出雲市大社町神戸川河口の砂浜にて撮影．砂浜に漂着した海藻の下から掘り出した個
体．本種は春期に個体数が多く，漂着した海藻の中や下面に大量の個体が潜んでいることがある．２００６年の調査では，
礫浜を中心にヒメケシガムシ Cercyon algarum Sharpも確認されている（河上・林，２００７）．
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